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日にかけて予算決算常任委員会で　　審議を行い、町財政の健全性を確認しました。

歳入  121億1235万円

歳入

自主財源

46.9%

依存財源

53.1%

依存財源

53.1%

町税（34.1%）

41億3466万円

繰越金（2.6%）

3億1428万円

（23.0%）国庫支出金（23.0%）

27億8214万円

国庫支出金（23.0%）

27億8214万円

県支出金（18.4%）

22億2284万円

地方交付税（3.1%）　3億6957万円

諸収入（5.8%）　7億247万円

地方消費税交付金（1.6%）　2億217万円

その他依存財源（1.2%）　1億4498万円

繰入金（6.4%）

7億8323万円

諸収入（2.4%）

2億9607万円

財産収入（0.6%）

6796万円

その他自主財源（0.8%）

9200万円
121億1235万円
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決算決算をを認定認定

【数値について】

※ 金額は万円単位で表しているため合計と一致しない

場合があります。

※（　）内は構成比率です。

※ 円グラフ、表の金額および率は、各項目で四捨五入

しているため合計金額があわない場合があります。

監査委員から提出された意見書より抜粋

　令和3年度決算から見る財政事情は健全な水準を保ち安定していますが、コロナ禍の長期化による財

政圧迫や、公共施設の老朽化に伴う維持補修費用の増大により、財政の硬直化が進むことが懸念されます。

併せて福井県嶺北地方を襲った大雨など自然災害による大規模な災害への対応など、突発的な財政環

境の悪化に対応できる備えが不可欠であると言えます。このような状況を踏まえ、ウィズコロナ、ア

フターコロナへの取り組みや、新たな財源の確保、「公共施設等総合管理計画」に基づき公共施設など

の生活インフラ設備の総合的なマネジメントを確実に実行し、補助金や各種事業の内容精査が必要になっ

てくるのではないかと考えます。

■財源のうち主な原発関連収入
（歳入全体の52.6％）

項　　目 金　　額

町 　 　 税 3,024,287千円

国 庫 支 出 金 1,887,519千円

県 支 出 金 1,459,518千円

合 　 　 計 6,371,324千円
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歳出

歳出  111億4527万円

8月31日から9月1日にかけて予算決算常任委員会で　　審議を行い、町財政の健全性を確認しました。

総務費（19.1%）

21億3280万円

民生費（18.3%）

20億3925万円

（16.0%）商工費（16.0%）

17億7383万円

商工費（16.0%）

17億7383万円

（13.1%）農林水産業費（13.1%）

14億6500万円

農林水産業費（13.1%）

14億6500万円

（10.4%）土木費（10.4%）

11億5706万円

土木費（10.4%）

11億5706万円

（9.3%）教育費（9.3%）

10億3938万円

教育費（9.3%）

10億3938万円

消防費（2.4%）　2億7003万円

衛生費（7.6%）　8億4722万円

公債費（1.9%）　2億1044万円

議会費（0.9%）　9531万円

災害復旧費（0.6%）　6521万円

労働費（0.4%）　4973万円

111億4527万円
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▍一般会計

9月定例会議

（単位：万円）

区　　　分
歳　　　入 歳　　　出 純 計 額

歳入歳出
差 引 額総額 他会計繰入金 純計額 総額 他会計繰出金 純計額

後 期 高 齢 者 医 療 10,386 2,586 7,800 10,380 0 10,380 △2,580
国 民 健 康 保 険 91,081 5,920 85,161 90,353 110 90,243 △5,082
国 民 健 康 保 険 診 療 9,888 786 9,102 9,337 0 9,337 △235

介 護 保 険 96,647 16,606 80,041 93,362 0 93,362 △13,321

介 護 サ ー ビ ス 590 260 330 590 0 590 △260
簡 易 水 道 25,221 12,500 12,721 25,221 0 25,221 △12,500
農 業 集 落 36,715 27,633 9,082 36,715 0 36,715 △27,633
特定環境保全公共下水道 11,615 9,381 2,234 11,615 0 11,615 △9,381

合　　　　計 282,144 75,672 206,472 277,573 110 277,463 △70,911

特 別 会 計

令和3年度

町民一人当りの歳出決算額

（令和4年3月末の人口8,040人で算出）

総務費 26万5,274円
地域振興や一般事務に使うためのお金

民生費 25万3,638円
各種福祉事業を行うためのお金

衛生費 10万5,376円
町民の健康管理やごみ処理に使うためのお金

農林水産業費 18万2,214円
農業や林業・水産業の振興に使うためのお金

商工費 22万626円
観光や商工業の振興に使うためのお金

土木費 14万3,913円
道路やまちづくりなどに使うためのお金

消防費 3万3,586円
消防施設や消防団運営に使うためのお金

教育費 12万9,276円
学校教育や社会教育などに使うためのお金

公債費 2万6,174円
町の負債の元金や利子の返済に使うための
お金

議会費 1万1,855円
町議会の運営を行うためのお金

その他 1万4,296円

合　計 138万6,228円
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査について報告します。

●こども家族館管理運営事業

▲

8,673万3千円
　こども家族館は県が建設し、管理運営は

おおい町が行っています。コロナ禍で利用

客が減少しており、県から運営費が支払わ

れていないため、運営費捻出について建設

当時から課題となっています。

問  管理運営費を県に求める必要がある。

答  建設当時の経緯もあることから、直接

的な支援ではなく、こども家族館にとっ

てプラスになるような側面的な部分で

支援を引き出せるよう取り組みたい。

こども家族館

●給食センター事業

▲

1億121万3千円
・ 給食回数 199回　　給食数 815食/日

・ 学校給食センター換気設備等改修工事

・ 自動洗米機購入

　おおい町では給食の提供を学校給食セン

ターで行っており、児童・生徒の健康増進

や体力向上のため、栄養バランスの取れた

給食を提供しています。

問  学校給食の無償化はできないのか。

答  児童・生徒や保護者の食への関心および、

食育の推進につなげる意義から、今後

も保護者負担は継続していく考えであ

る。

学校教育

●まちづくり団体支援事業

▲
176万7千円

　まちづくりにチャレンジする民間団体な

どへ補助を行っています。活動が自立でき

るまでの支援ですが、現在、7団体がこの支

援制度を使い、まちづくり活動を頑張って

います。

問  コロナ禍で思うような活動ができてい

ないと思うが、町の関与は。

答  指導などを含め、団体として自立した

活動ができるようサポートしていきたい。

頑張る
町民を応援！！

P9に関連記事あり

こども家族館

学校給食センター
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令和３年度の決算審

● 住民税非課税世帯臨時特別給付金
事業

▲

6,072万6千円
・ 低所得の子育て世帯に対し、児童 1 人当

たり生活支援特別給付金5万円を給付

・ 住民税非課税世帯に対し、1 世帯当たり

10 万円を給付し、灯油購入引換券 5 千円

を交付

● 子育て世帯臨時特別給付金給付事業

▲

1億3,385万9千円
・ 子育て世代に対し、児童一人当たり 10 万

円を給付

● にこにこ赤ちゃん応援事業
▲

296万7千円
　乳幼児期の子育てに係る経済的負担を軽

減し、健やかな成長と少子

化対策の推進を図るため、

子育て世帯へのおむつ購

入費を醸成しています。

● 子育て支援医療費助成金

▲

2,556万8千円
　子育て支援として、18歳以下の医療費を

助成し、医療費無償化を実施しています。

● 進学サポート事業

▲

3,467万円
　就学意欲のある若者の未来を応援するた

め、国内の大学などに在学する者を扶養す

る保護者などへ経済的支援を実施していま

す。

問  この事業は来年度以降も続けていく  

のか。

答  令和5年度で一旦見直しを行うが、  

継続していきたいと考えている。

子育てを
応援！！

●ふるさと納税推進事業

▲

1,230万2千円
　令和 3 年度、本町におけるふるさと納税

額は2,140万8千円ありました。

問  ふるさと納税額を伸ばしていくための

方策は。

答  おおい町ふるさと納税推進協議会を設

置し、商品開発や提供方法など町内事

業者への支援に取り組んでいる。

ふるさと納税

●バス対策事業

▲

9,953万9千円
　令和3年度から大飯地域ではデマンドバ

スの運行が実現し、今年 8 月末では 413 人

が利用者登録をされており、医療機関や商

業施設への外出支援につながっています。

問  より利便性の高い交通手段となるよう

利用者の意見を聞くべきである。

答  本格運行が一定程度経過してから、ア

ンケートなどの調査を実施してニーズ

の把握に努めたい。

交通対策

デマンドバス
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特集2

もっと好きになって欲しいとの思いで、各中学校の先生方と

にて、議会の仕組みや役割、議員活動、おおい町の魅力や 

議員の仕事は？

大飯中学校大飯中学校
1年生1年生

真剣に耳を傾け、

考えてくれました

から抜粋しました。

・  北陸新幹線の早期全線開業が待ち遠しい

・  25歳になったら選挙に出たい

・  いろいろな業種の就職先を増やして欲

しい

・  おおい町はほかの市町より ICT 教育に

力を入れていることがわかった

・  僕がプロ野球選手になったらおおい町

は有名になる

・  議員は一人でたくさんの委員会を兼務

していると知った

＊＊

・  特産品を使った料理をもっと道の駅で出し

て、「また来たい」と思って欲しい

・  県外からもおおい町に行きたいと思える町

にして欲しい

・  どの世代も快適に過ごせる町に

・  32年間も議員をされてると聞いてびっくり

・  10年後には私はおおい町にいないと思う

・  おおい町のさまざまな課題が聞けて良かった

＊＊
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　おおい町の今後を担う若者に、町のことを知ってもらい、

協議し、6 月 17 日に名田庄中学校、6 月 29 日に大飯中学校

課題について、中学生のための議員出前懇談会を開催しました。

議会って
何？

名田庄中学校名田庄中学校

全校生徒全校生徒

若者目線でたくさん意見をもらいました

＊中学生のアンケート

・子育て支援が豊富なのでもっと宣伝したら

・ 原子力発電所のおかげでおおい町が豊かな

のだと知りました

・ 町長と議会の関係性がわかってよかった

・  名田庄にコンビニができれば観光客も住民

も喜ぶと思う

・ 人口が減っていくのは寂しい

・ 自慢できるおおい町を忘れたくない

＊＊

・  町の魅力をもっと県外の人に伝えたい

・  他市町に比べて一人当たりに使われる金

額が多いことがわかった

・  大人になり他県に行ってもおおい町のこ

とを考えていようと思った

・  おおい町に生まれてよかった

・ 人口が減る理由はもっとあるのでは

・  町のために提案や手助けをしていきたい

＊＊
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■賛否が分かれた議案

屋敷 田中 堤 桑田 細川 原田 藤原 辻 尾谷 猿橋啓 浜上 今川 松井 猿橋巧

認定第 1号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ─ ●

議案第45号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ─ ●

○は賛成、●は反対、除は除斥、退は退席、欠は欠席　（松井議長は採決に加わらない）

令和４年９月定例会議　議案審議結果

議案番号 件　　　　　　　　　　名 審議・付託 議決結果 参照先

報告第 8号
専決処分の報告について（特定公共賃貸住宅の設置及び管理に
関する条例の一部を改正する条例）

〈全協〉

承　　認

P9

報告第 9号 令和3年度決算に基づく健全化判断比率の報告について 承　　認

報告第10号 令和3年度決算に基づく資金不足比率の報告について 承　　認

認定第 1号 令和3年度一般会計及び8特別会計歳入歳出決算の認定について 〈予算〉 認　　定

議案第43号
議会議員及び町長の選挙における選挙運動の公営に関する条例の
一部改正について

〈総務〉

原案可決

議案第44号 職員の育児休業等に関する条例の一部改正について 原案可決

議案第45号 令和4年度一般会計補正予算（第4号）

〈予算〉

原案可決 P9～10

議案第46号 令和4年度後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第1号） 原案可決

P10

議案第47号 令和4年度国民健康保険事業特別会計補正予算（第1号） 原案可決

議案第48号 令和4年度国民健康保険診療事業特別会計補正予算（第1号） 原案可決

議案第49号 令和4年度介護保険事業特別会計補正予算（第1号） 原案可決

議案第50号 令和4年度介護サービス事業特別会計補正予算（第1号） 原案可決

議案第51号 令和4年度簡易水道事業特別会計補正予算（第1号） 原案可決

議案第52号 令和4年度農業集落排水事業特別会計補正予算（第1号） 原案可決

議案第53号 令和4年度特定環境保全公共下水道事業特別会計補正予算（第1号） 原案可決

議案第54号 工事請負契約の締結について（漁港施設整備工事（畑村防波堤）） 〈産建〉 原案可決

議案第55号 動産の取得について（役場庁内情報系サーバ機器）

〈総務〉

原案可決

P11

議案第56号 動産の取得について（役場庁内情報系ネットワーク機器） 原案可決

議案第57号 動産の取得について（保健・医療・福祉総合施設X線一般撮影装置） 原案可決

議案第58号 動産の取得について（公立学校情報機器（校務系パソコン）） 原案可決

議案第59号
工事請負契約の締結について
（大飯図書館史料館照明設備LED化改修工事）

原案可決

議案第60号 製造請負契約の締結について（移動脱水乾燥車製造業務） 〈産建〉 原案可決

── 議員派遣報告および議員派遣 ── 報告および派遣
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特
　
集

活
動
報
告

一
般
質
問

追
　
跡

審
議
内
容

■
審
議
内
容

９

月
定
例
会
議
に
付
議
さ

れ
た
、
報
告
３

件
、
認
定
１

件
、
議
案
18

件
を
審
査
し
た
。

■
報
告
事
項

報
告
事
項
を
承
認

●
報
告
８

号
︿
全
協
﹀

専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て

︵
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
の
設

置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
︶

特
定
優
良
賃
貸
住
宅
の
供

給
に
関
す
る
法
律
の
施
行
規

則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

の
施
行
に
伴
い
、
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
も
の
。

︻
主
な
改
正
内
容
︼

・ 

入
居
者
資
格
に
つ
い
て
、

一
定
の
条
件
を
満
た
す
者

を
新
た
に
親
族
に
準
ず
る

者
と
し
て
み
な
す
。

【
全
会
一
致
・
承
認
】

●
報
告
９

号
︿
全
協
﹀

令
和
３

年
度
決
算
に
基
づ
く

健
全
化
判
断
比
率
の
報
告
に

つ
い
て

実
質
赤
字
比
率
・
連
結
実

質
赤
字
比
率
・
実
質
公
債
費

比
率
・
将
来
負
担
比
率
は
、

い
ず
れ
も
早
期
健
全
化
基
準

を
下
回
り
良
好
な
状
態
で
あ

る
。

・ 

実
質
公
債
費
比
率
１
・
０

・ 

そ
の
他　

算
定
さ
れ
ず
。

【
全
会
一
致
・
承
認
】

●
報
告
10

号
︿
全
協
﹀

令
和
３

年
度
決
算
に
基
づ
く

お
お
い
町
資
金
不
足
比
率
の

報
告
に
つ
い
て

特
別
会
計
に
お
い
て
資
金

不
足
比
率
は
算
定
さ
れ
ず
、

い
ず
れ
も
経
営
健
全
化
基
準

の
20

％
を
下
回
り
良
好
な
状

態
で
あ
る
。

【
全
会
一
致
・
承
認
】

■
決
算
認
定

令
和
３

年
度
決
算

を
認
定

●
認
定
1

︿
予
算
﹀

令
和
３

年
度
お
お
い
町
一
般

会
計
及
び
８

特
別
会
計
歳
入

歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

一
般
会
計
及
び
８

特
別
会

計
の
決
算
に
つ
い
て
、
地
方

自
治
法
第
２

３

３

条
第
３

項

の
規
定
に
基
づ
き
議
会
の
認

定
を
求
め
る
も
の
。

討　

論

○
反
対 
猿
橋 　
巧 
議
員

原
子
力
発
電
か
ら
の
税
収

入
に
頼
ら
な
い
、
ポ
ス
ト
原

子
力
発
電
に
向
け
た
町
の
運

営
を
求
め
る
。
ま
た
、
こ
ど

も
家
族
館
の
管
理
費
は
県
が

持
つ
べ
き
で
あ
る
。
よ
っ
て

反
対
で
あ
る
。

※ 

主
な
事
業
や
質
疑
内
容
は

Ｐ
２

〜
Ｐ
５

（
特
集
１

）

に
記
事
有
り
。

○
賛
成 

尾
谷 

和
枝 

議
員

予
算
の
執
行
に
つ
い
て
は

各
産
業
な
ど
へ
の
措
置
が
適

格
で
、
基
金
に
つ
い
て
も
適

正
に
管
理
さ
れ
て
お
り
、
町

の
財
政
健
全
性
は
確
保
で
き

て
い
る
た
め
、
賛
成
で
あ
る
。

【
賛
成
多
数
・
認
定
】

■
議
案
審
議

条
例
改
正
を
可
決

●
議
案
43

号
︿
総
務
﹀

お
お
い
町
議
会
議
員
及
び
お

お
い
町
長
の
選
挙
に
お
け
る

選
挙
運
動
の
公
営
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

公
職
選
挙
法
施
行
令
の
一

部
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
所
要
の
改
正
を
す
る
も

の
。

主
な
質
疑

問

公
職
選
挙
法
施
行
令

の
公
営
に
要
す
る
費

用
の
限
度
額
改
正
は
昨
今
の

物
価
変
動
も
理
由
な
の
か
。

 

公
営
に
関
す
る
経
費

は
、
３

年
に
１

度
の

参
議
院
通
常
選
挙
の
年
に
基

準
額
を
見
直
す
こ
と
が
国
の

例
と
さ
れ
て
お
り
、
今
回
の

改
正
理
由
は
最
近
の
物
価
変

動
で
あ
る
。

【
全
会
一
致
・
可
決
】

●
議
案
44

号
︿
総
務
﹀

お
お
い
町
職
員
の
育
児
休
業

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

地
方
公
務
員
の
育
児
休
業

等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改

正
と
人
事
院
か
ら
の
意
見
の

申
出
を
受
け
た
こ
と
か
ら
、

所
要
の
改
正
を
す
る
も
の
。

【
全
会
一
致
・
可
決
】

補
正
予
算
を
可
決

●
議
案
45

号
︿
予
算
﹀

令
和
４

年
度
お
お
い
町
一
般

会
計
補
正
予
算
︵
第
４

号
︶

８

３

９

７

万
４

千
円
増
額

︻
主
な
歳
出
内
容
︼

○
バ
ス
対
策
事
業

３

３

９

万
８

千
円
増
額

○
名
田
庄
こ
ど
も
園
運
営
事
業

１

４

０

１

万
７

千
円
増
額

○
予
防
事
業

１

８

７

６

万
３

千
円
増
額

○
県
単
土
地
改
良
事
業

１

４

３

８

万
円
増
額

○ 

頭
巾
山
青
少
年
旅
行
村
管

理
運
営
事
業

８

６

６

万
８

千
円
増
額

主
な
質
疑

問

複
合
型
交
流
施
設
第

２

期
整
備
に
お
い
て

は
、
北
陸
新
幹
線
敦
賀
開
業

と
な
る
令
和
６

年
度
に
ホ
テ

ル
工
事
を
計
画
し
て
い
る

が
、
誘
客
が
で
き
な
い
の
で

は
。

９

月
定
例
会
議

令
和
4
年
8
月
30
日
〜
9
月
20
日
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特
　
集

活
動
報
告

一
般
質
問

追
　
跡

審
議
内
容

 
工
事
に
つ
い
て
は
事

業
者
か
ら
ホ
テ
ル
の

休
業
期
間
の
短
縮
な
ど
の
提

案
が
出
て
く
る
こ
と
が
考
え

ら
れ
る
。

問

名
田
庄
地
域
の
デ
マ

ン
ド
バ
ス
運
行
は
名

田
庄
地
域
に
限
ら
れ
る
が
、

対
応
は
。

 

法
的
な
こ
と
や
、
交

通
事
業
者
と
の
関
係

も
あ
る
こ
と
か
ら
、
現
在
の

運
行
計
画
に
理
解
を
求
め 

る
。問

官
学
連
携
事
業
の
来

年
度
に
向
け
た
検
討

予
算
の
内
容
は
。

 

今
ま
で
の
政
策
コ
ン

テ
ス
ト
は
、
提
案
の

み
で
あ
っ
た
が
、
学
生
た
ち

が
自
分
た
ち
で
実
現
で
き
る

提
案
と
し
、
次
年
度
に
取
り

組
め
る
よ
う
必
要
な
旅
費
な

ど
で
あ
る
。

討　

論

○
反
対 

猿
橋　

巧 

議
員

ホ
テ
ル
う
み
ん
ぴ
あ
に
係

る
15

年
間
の
債
務
負
担
行
為

の
設
定
は
長
す
ぎ
る
こ
と
か

ら
反
対
で
あ
る
。

○
賛
成 
堤　

満
也 
議
員

債
務
負
担
行
為
に
つ
い
て

は
、
今
後
の
う
み
ん
ぴ
あ
エ

リ
ア
の
さ
ら
な
る
活
性
化
を

図
る
も
の
で
適
正
で
あ
る
。

ま
た
、
名
田
庄
地
域
の
デ
マ

ン
ド
バ
ス
試
行
運
行
や
コ
ロ

ナ
対
策
な
ど
的
確
適
正
に
計

上
さ
れ
て
お
り
賛
成
で
あ
る
。

【
賛
成
多
数
・
可
決
】

●
議
案
46

号
︿
予
算
﹀

令
和
４

年
度
お
お
い
町
後
期

高
齢
者
医
療
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
︵
第
１

号
︶

６

万
円
増
額

【
全
会
一
致
・
可
決
】

●
議
案
47

号
︿
予
算
﹀

令
和
４

年
度
お
お
い
町
国
民

健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
︵
第
２

号
︶

８

２

５

万
８

千
円
増
額

【
全
会
一
致
・
可
決
】

●
議
案
48

号
︿
予
算
﹀

令
和
４

年
度
お
お
い
町
国
民

健
康
保
険
診
療
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算
︵
第
２

号
︶

82

万
４

千
円
増
額

【
全
会
一
致
・
可
決
】

●
議
案
49

号
︿
予
算
﹀

令
和
４

年
度
お
お
い
町
介
護

保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
︵
第
２

号
︶

７

０

２

万
円
増
額

【
全
会
一
致
・
可
決
】

●
議
案
50

号
︿
予
算
﹀

工
事
請
負
契
約
の
締
結
を
可

決
令
和
４

年
度
お
お
い
町
介

護
サ
ー
ビ
ス
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
︵
第
１

号
︶

56

万
９

千
円
増
額

【
全
会
一
致
・
可
決
】

●
議
案
51

号
︿
予
算
﹀

令
和
４

年
度
お
お
い
町
簡
易

水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
︵
第
２

号
︶

87

万
２

千
円
減
額

【
全
会
一
致
・
可
決
】

●
議
案
52

号
︿
予
算
﹀

令
和
４

年
度
お
お
い
町
農
業

集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
︵
第
２

号
︶

３

９

１

万
１

千
円
増
額

【
全
会
一
致
・
可
決
】

●
議
案
53

号
︿
予
算
﹀

令
和
４

年
度
お
お
い
町
特
定
環

境
保
全
公
共
下
水
道
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算︵
第
２

号
︶

５

０

８

万
７

千
円
減
額

【
全
会
一
致
・
可
決
】

工
事
請
負
契
約
の

締
結
を
可
決

●
議
案
54

号
︿
産
建
﹀

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ

い
て
︵
漁
港
施
設
整
備
工
事

︵
河
村
防
波
堤
︶
︶

荒
天
時
の
時
化
な
ど
か
ら
、

漁
港
施
設
や
漁
船
な
ど
の
漁

業
設
備
の
保
全
を
図
り
、
漁

業
者
の
安
全
を
確
保
す
る
た

め
、
５

年
間
の
工
期
で
防
波

堤
を
整
備
す
る
も
の
。

・
契
約
金
額

20

億
１

２

５

８

万
２

７

９

９

円

・
契
約
の
相
手
方

株
式
会
社 

時
岡
組

主
な
質
疑

問

工
事
に
あ
た
り
、
地

域
住
民
や
地
元
漁
協

と
の
信
頼
関
係
は
大
変
重
要

に
な
っ
て
く
る
と
思
う
が
、

町
の
考
え
は
。

 

漁
協
等
な
ど
と
十
分

に
協
議
し
て
、
漁
業

者
の
安
全
を
最
優
先
に
地
元

や
請
負
業
者
な
ど
と
協
議
を

重
ね
て
い
く
。

【
全
会
一
致
・
可
決
】

ホテルうみんぴあ

河
村
防
波
堤
建
設
予
定
地
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特
　
集

活
動
報
告

一
般
質
問

追
　
跡

審
議
内
容

動
産
の
取
得
を

可
決

●
議
案
55

号
︿
総
務
﹀

動
産
の
取
得
に
つ
い
て
︵
役

場
庁
内
情
報
系
サ
ー
バ
機
器
︶

安
全
で
効
率
的
な
行
政
事

務
環
境
の
整
備
を
図
る
た
め
、

役
場
庁
内
情
報
系
サ
ー
バ
機

器
を
更
新
す
る
も
の
。

・
契
約
金
額

４

３

１

５

万
円

・
契
約
の
相
手
方

リ
コ
ー
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社

主
な
質
疑

問

購
入
す
る
と
修
繕
費

用
が
必
要
に
な
る

が
、
リ
ー
ス
方
式
と
の
比
較

は
さ
れ
た
の
か
。

 

リ
ー
ス
の
場
合
は
、

リ
ー
ス
料
率
が
か
か

り
金
利
分
が
上
乗
せ
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
た
め
、
購
入
の

方
が
安
く
見
込
め
、
購
入
に

よ
り
運
用
し
、
経
費
の
節
減

を
図
る
。

【
全
会
一
致
・
可
決
】

●
議
案
56

号
︿
総
務
﹀

動
産
の
取
得
に
つ
い
て
︵
役

場
庁
内
情
報
系
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
機
器
︶

安
全
で
効
率
的
な
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
構
築
を
図
る
た
め
、

通
信
お
よ
び
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

対
策
機
器
の
更
新
を
行
う
も

の
。

・
契
約
金
額

３

６

５

８

万
円

・
契
約
の
相
手
方

リ
コ
ー
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社

【
全
会
一
致
・
可
決
】

●
議
案
57

号
︿
総
務
﹀

動
産
の
取
得
に
つ
い
て
︵
保

健
・
医
療
・
福
祉
総
合
施
設

Ｘ
線
一
般
撮
影
装
置
︶

Ｘ
線
一
般
撮
影
装
置
を
施

設
の
医
療
用
機
器
更
新
計
画

に
基
づ
い
て
更
新
す
る
も
の
。

・
契
約
金
額

１

０

４

５

万
円

・
契
約
の
相
手
方

丸
文
通
商
株
式
会
社

主
な
質
疑

問

現
在
使
用
し
て
い
る

機
器
の
処
分
は
ど
う

す
る
の
か
。

 

下
取
り
は
無
く
、
今
回

の
動
産
取
得
請
負
の

中
で
、
適
正
な
処
分
を
行
う
。

【
全
会
一
致
・
可
決
】

●
議
案
58

号
︿
総
務
﹀

動
産
の
取
得
に
つ
い
て
︵
公

立
学
校
情
報
機
器
︵
校
務
系

パ
ソ
コ
ン
︶
︶

教
職
員
の
校
務
系
パ
ソ
コ

ン
を
更
新
す
る
も
の
。

・
契
約
金
額

２

８

４

９

万
円

・
契
約
の
相
手
方

西
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社

主
な
質
疑

問

パ
ソ
コ
ン
の
メ
ー

カ
ー
や
機
種
、
ソ
フ

ト
の
選
定
は
ど
の
よ
う
に

行
っ
た
の
か
。

 

各
小
中
学
校
の
教
員

と
十
分
に
打
ち
合
わ

せ
を
行
い
、
調
整
を
行
っ
た

う
え
で
、
予
算
の
範
囲
内
で

使
用
で
き
る
も
の
を
学
校
教

育
課
で
選
定
し
た
。

【
全
会
一
致
・
可
決
】

工
事
請
負
契
約
の

締
結
を
可
決

●
議
案
59

号
︿
総
務
﹀

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ

い
て︵
大
飯
図
書
館
史
料
館
照

明
設
備
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
改
修
工
事
︶

一
般
照
明
、
非
常
灯
、
誘

導
灯
の
各
照
明
器
具
の
取
替

を
行
う
も
の
。

・
契
約
金
額

６

１

４

６

万
８

千
円

・
契
約
の
相
手
方

株
式
会
社 

荒
木

主
な
質
疑

問

工
期
中
に
閉
館
す
る

期
間
は
あ
る
の
か
。

 
予
定
工
期
は
令
和
５

年
２

月
28

日
ま
で
と

し
て
お
り
、
そ
れ
ま
で
の
期

間
中
に
２

週
間
程
度
の
休
館

を
予
定
し
て
い
る
が
、
休
館

時
期
等
の
詳
細
は
利
用
者
の

利
便
性
を
最
優
先
に
し
て
、

今
後
の
工
程
会
議
で
調
整
し

て
い
く
。

【
全
会
一
致
・
可
決
】

製
造
請
負
契
約
の

締
結
を
可
決

●
議
案
60

号
︿
産
建
﹀

製
造
請
負
契
約
の
締
結
に
つ

い
て
︵
移
動
脱
水
乾
燥
車
製

造
業
務
︶

下
水
道
の
終
末
処
理
場
か

ら
発
生
す
る
汚
泥
を
脱
水
・

乾
燥
し
、
肥
料
に
す
る
装
置

を
ト
ラ
ッ
ク
に
積
載
さ
せ
た
、

移
動
脱
水
乾
燥
車
を
製
造
す

る
も
の
。

・
契
約
金
額

１

億
１

２

１

６

万
７

千
円

・
契
約
の
相
手
方

関
西
産
業
株
式
会
社

・
契
約
の
方
法

※ 

制
限
付
き
一
般
競
争
入

札
（
事
後
審
査
型
）

※ 

制
限
付
き
一
般
競
争
入
札
（
事

後
審
査
型
）
と
は
入
札
後
に

資
格
審
査
を
行
い
、
落
札
者

を
決
め
る
方
法
。

主
な
質
疑

問

多
額
の
費
用
を
か
け

て
機
械
を
導
入
す
る

が
、
作
ら
れ
た
肥
料
は
ど
の

よ
う
に
利
用
さ
れ
る
の
か
。

 

で
き
た
肥
料
は
町
民

へ
の
利
益
に
つ
な
が

る
よ
う
に
、
今
ま
で
ど
お
り
、

希
望
者
に
無
料
配
布
す
る
。

広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
周

知
し
て
、
広
く
利
用
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

移動脱水乾燥車完成した肥料
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活
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Report
リポート

原
子
力
政
策
の
一
元
的
責
任
を
有
す
る
国
に
対
し
、

原
子
力
政
策
の
推
進
を
求
め
る

要
請
活
動

︻
期　

日
︼
令
和
４

年
８

月
４

日
㈭

︻
要
請
先
︼ 
経
済
産
業
大
臣 

　
　

萩
生
田
光
一
氏 

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
次
長 

　
　

小
澤
典
明
氏 

内
閣
官
房
長
官 

　
　

松
野
博
一
氏

︻
要
請
者
︼ 

お
お
い
町
長 

お
お
い
町
議
会
議
長 

総
務
常
任
委
員
会
委
員
長 

産
業
建
設
叙
任
委
員
会
委
員
長 

原
子
力
発
電
対
策
特
別
委
員
会

委
員
長

お
お
い
町
議
会
で
は
、
原
子
力
政
策
の

一
元
的
責
任
を
有
す
る
国
に
対
し
、
原
子

力
政
策
の
明
確
な
方
針
を
示
す
こ
と
等
、

５

点
の
項
目
に
つ
い
て
、
お
お
い
町
長
と

と
も
に
要
請
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

国
に
対
し
要
請
し
た
項
目
と
内
容
は
次

の
と
お
り
で
す
。

１ 　

６

月
に
決
定
さ
れ
た
「
経
済
財
政
運

営
と
改
革
の
基
本
方
針
（
骨
太
方
針
）
」

に
お
い
て
明
記
さ
れ
た
「
原
子
力
の
最

大
限
活
用
」
に
整
合
す
る
「
エ
ネ
ル
ギ
ー

基
本
計
画
」
と
な
る
よ
う
に
、
計
画
の

早
期
見
直
し
を
要
請
。

２ 　

新
増
設
・
リ
プ
レ
ー
ス
議
論
が
さ
れ

な
い
こ
と
は
安
全
性
向
上
の
点
か
ら
も

不
合
理
で
あ
り
、
立
地
地
域
の
理
解
は

得
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
原
子
力
政
策

の
将
来
像
を
早
期
に
明
確
に
示
す
と
と

も
に
、
よ
り
安
全
性
の
高
い
革
新
炉
開

発
を
強
力
か
つ
迅
速
に
押
し
進
め
る
こ

と
。

（
昨
年
10

月
に
策
定
さ
れ
た
「
第
６

次

エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
」
に
お
い
て
は
、

原
子
力
政
策
の
方
向
性
と
し
て
「
原
発

依
存
度
に
つ
い
て
は
可
能
な
限
り
低
減

さ
せ
る
」
と
し
て
お
り
、
骨
太
方
針
の

「
最
大
限
活
用
」
と
不
整
合
に
な
る
こ
と

か
ら
、
国
に
対
し
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計

画
の
見
直
し
を
求
め
る
も
の
。
）

（
原
子
力
発
電
所
は
「
新
規
制
基
準
」

を
基
に
適
合
性
検
査
を
受
け
安
全
確
保

に
取
り
組
む
が
、
新
た
な
情
報
に
よ
っ

て
基
準
が
変
更
と
な
っ
た
場
合
は
最
新

の
基
準
へ
の
適
合
を
義
務
付
け
て
お
り
、

よ
り
安
全
性
の
高
い
方
式
導
入
の
推
進

を
求
め
る
も
の
。
）

３ 　

使
用
済
燃
料
プ
ー
ル
の
貯
蔵
限
界
か

ら
、
稼
働
停
止
ま
で
の
時
間
は
限
ら
れ

て
お
り
、
立
地
地
域
の
安
全
確
保
と
と

も
に
、
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
を
着
実
に
推

進
す
る
こ
と
。

４ 　

原
子
力
理
解
は
深
ま
り
つ
つ
あ
る
も

の
の
、
立
地
地
域
以
外
で
の
政
策
推
進

は
困
難
で
あ
り
、
時
間
を
要
す
る
こ
と

は
明
白
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
立
地
地
域

と
の
信
頼
を
損
な
う
こ
と
の
無
い
よ

う
、
そ
の
持
続
的
発
展
に
向
け
た
振
興

策
を
積
極
的
に
講
じ
る
こ
と
。

５ 　

原
子
力
理
解
の
た
め
に
、
我
が
国
の

切
迫
状
況
に
つ
い
て
二
酸
化
炭
素
削
減

目
標
に
対
す
る
排
出
量
、
電
力
需
給
の

逼
迫
や
料
金
高
騰
、
気
象
災
害
等
、
国

民
生
活
へ
の
影
響
や
リ
ス
ク
を
常
に
可

視
化
し
て
具
体
的
に
示
す
こ
と
。

（
使
用
済
み
燃
料
プ
ー
ル
の
容
量
が
あ
と

６

〜
７

年
と
言
わ
れ
る
中
で
、
稼
働
停

止
を
招
く
こ
と
が
な
い
よ
う
に
対
策
す

る
こ
と
が
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
や

環
境
の
面
か
ら
も
国
の
責
務
で
あ
る
。
）
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特
　
集

審
議
内
容

一
般
質
問

追
　
跡

活
動
報
告

決
算
審
査
の
重
要
性
を
再
確
認

大
飯
発
電
所
の
安
全
を
確
認

福
井
県
町
村
議
会
議
長
会
主
催
で
議
員

研
修
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
決
算
審
査
に

お
け
る
議
会
の
重
要
性
を
再
認
識
し
ま
し

た
。

︻
期　

日
︼
令
和
４

年
８

月
19

日

︻
場　

所
︼ 

全
員
協
議
会
室 

　

（
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
）

︻
参
加
者
︼
議
員
14

名

︻
講　

師
︼ 

同
志
社
大
学
名
誉
教
授 

　
　
　
　
　

新
川
達
郎
氏

内 

容

「
決
算
審
査
に
お
け
る
議
会
の
意
義
と

重
要
性
」

１

． 

予
算
決
算
制
度
と
議
会
の
役
割 

 

（
予
算
決
算
の
審
議
過
程
と
議
会
に

よ
る
議
決
の
意
義
）

２

． 

決
算
を
め
ぐ
る
制
度
改
革
と
そ
の
運

用

３

．
決
算
制
度
と
議
会
審
査
の
意
義

４

．
決
算
書
を
読
み
解
く

５

． 

決
算
議
会
の
諸
問
題
と
改
革
の
展
望

（
論
点
、
注
目
点
）

決
算
認
定
と
は
、
議
会
が
１

年
間
の
決

算
内
容
を
確
認
し
、
確
定
す
る
こ
と
で
す
。

決
算
を
認
定
す
る
た
め
に
、
法
律
に
適

合
し
て
い
る
か
、
計
算
は
正
し
い
か
、
使

わ
れ
方
は
適
正
か
な
ど
、
使
わ
れ
た
結
果

を
検
討
し
、
今
後
の
予
算
編
成
や
行
財
政

運
営
の
改
善
に
役
立
て
る
の
が
決
算
審
査

と
な
り
ま
す
。

今
後
も
厳
し
い
目
で
審
査
を
し
て
ま
い

り
ま
す
。

︻
期　

日
︼
令
和
４

年
９

月
６

日
㈫

お
お
い
町
原
子
力
発
電
対
策
特
別
委
員

会
の
所
管
事
務
調
査
は
、
大
飯
発
電
所
の

運
営
状
況
と
特
定
重
大
事
故
等
対
処
施
設

の
運
用
開
始
状
況
を
視
察
し
ま
し
た
。

運
営
状
況

大
飯
１
・
２

号
機
に
つ
い
て
は
、
昨
年
系

統
除
染
が
終
了
し
、
現
在
は
２
次
系
の
タ
ー

ビ
ン
建
屋
設
備
の
一
部
を
撤
去
中
で
す
。

ま
た
、
原
子
炉
容
器
内
の
構
造
物
の
試

料
採
取
を
行
い
、
施
設
内
に
残
存
す
る
放

射
能
の
評
価
・
汚
染
状
況
を
把
握
す
る
作

業
中
で
す
。

大
飯
３
・
４

号
機
に
つ
い
て
は
、
営
業

運
転
中
で
す
。

特
定
重
大
事
故
等
対
処
施
設
の 

運
用
開
始
状
況

テ
ロ
等
に
よ
る
施
設
の
大
規
模
損
壊
に

対
応
で
き
る
よ
う
に
、
緊
急
時
制
御
室
・

非
常
用
発
電
機
・
水
源
・
注
水
ポ
ン
プ
が

運
用
開
始
さ
れ
、
原
子
炉
格
納
容
器
の
減

圧
設
備
や
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
が
設
置
さ
れ

ま
し
た
。

構
内
の
安
全
を
確
認

構
内
一
巡
、
緊
急
時
対
策
室
、
免
震
事

務
棟
を
確
認

視
察
後
の
主
な
質
疑
応
答
は
、
緊
急
対

策
室
は
廃
炉
措
置
中
の
１
・
２

号
機
で
も

対
応
し
て
い
る
の
か
の
質
問
に
、
対
応
し

て
い
る
と
の
回
答
。

特
定
重
大
事
故
等
対
処
施
設
の
水
源
は

十
分
炉
心
を
冷
却
で
き
る
状
況
か
の
質
問

に
、
十
分
対
応
し
て
い
る
と
の
回
答
で
し
た
。

ま
た
、
常
に
人
が
詰
め
て
い
る
の
か
の

質
問
に
は
、
24

時
間
体
制
で
３

６

５

日
常

時
詰
め
て
職
務
に
当
た
っ
て
い
る
と
の
回

答
で
し
た
。
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本
郷
地
区
区
長
連
絡
協
議
会
と

出
前
懇
談
会
に
て
意
見
交
換
を

実
施
し
ま
し
た

︻
期　

日
︼
令
和
４

年
７

月
29

日

︻
場　

所
︼
役
場
正
庁
ホ
ー
ル

︻
参
加
者
︼
本
郷
地
区
区
長
20

名

︻
出
席
議
員
︼ 

猿
橋
（
巧
）
、
猿
橋
（
啓
）
、

原
田
、
桑
田
、
屋
敷

昨
年
に
引
き
続
き
、
本
年
も
本
郷
地
区

区
長
連
絡
協
議
会
か
ら
の
ご
要
望
を
受

け
、
本
郷
地
区
区
長
連
絡
協
議
会
会
長
を

は
じ
め
と
す
る
、
多
数
の
区
長
に
参
加
い

た
だ
き
、
よ

り
良
い
ま
ち

づ
く
り
の
た

め
、
活
発
な

ご
意
見
を
頂

戴
し
、
良
い

意
見
交
換
の

場
が
開
催
で

き
ま
し
た
。

こ
ん
な
事
を
話
し
合
い
ま
し
た

・
豪
雨
に
よ
る
災
害
対
策
に
つ
い
て

・
積
雪
に
よ
る
通
学
路
な
ど
の
除
雪
対
策
に
つ
い
て

・
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
に
つ
い
て

・
空
き
家
対
策
協
議
会
の
活
動
に
つ
い
て

・
小
浜
線
の
存
続
に
対
す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て

・
そ
の
他
各
区
の
課
題
、
現
状
に
つ
い
て

今
回
の
議
員
出
前
懇
談
会
で
頂
い
た
、

た
く
さ
ん
の
ご
意
見
、
ご
要
望
を
議
会
に

持
ち
か
え
り
、
し
っ
か
り
と
行
政
に
反
映
さ

れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
今
回

も
本
郷
地
区
区
長
連
絡
協
議
会
と
懇
談
会

を
開
催
し
ま
し
た
が
、
他
地
区
の
協
議
会
、

各
区
ご
と
に
お
い
て
も
、
開
催
は
随
時
可

能
で
す
の
で
、
是
非
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

本
年
よ
り
導
入
し
た
通
年
議
会
に
よ
り
、

随
時
委
員
会
を
開
く
こ
と
が
可
能
と
な
っ

た
た
め
、
町
民
の
み
な
さ
ま
か
ら
頂
い
た

ご
意
見
、
ご
要
望
は
よ
り
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー

に
対
応
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

（
議
員
出
前
懇
談
会
の
お
問
い
合
わ
せ
）

議
員
も
し
く
は
、
役
場
内
議
会
事
務
局

ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

本
郷
地
区
の
安
心
・
安
全
の
た
め
に

県
道
岡
田
深
谷
線
早
期
開
通
を
目
指
し
て

令
和
４

年
度
県
道
岡
田
深
谷
線
改
良
促

進
期
成
同
盟
会
総
会
が
開
催
さ
れ
、
現
在

の
取
組
状
況
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

︻
期　

日
︼
令
和
４

年
８

月
５

日

︻
参
加
者
︼

　 

福
井
県
、
地
元
県
会
議
員
、
小
浜
市
、
お

お
い
町
、
小
浜
市
・
お
お
い
町
各
議
員
、

中
名
田
地
区
同
盟
会
、
三
重
区
同
盟

会
、
野
尻
区
・
芝
崎
区
・
岡
田
区
各
区
長

全
体
概
要

区　

間　
　

 

お
お
い
町
芝
崎
〜
小
浜
市
小
屋

延　

長　
　

３

，
８

０

０
ｍ

事
業
採
択　

令
和
３

年
度

令
和
３

年
度
事
業

平
面
図
図
化
１

式

令
和
４

年
度
事
業

地
表
地
質
踏
査
・
道
路
予
備
設
計

基
準
点
測
量
・
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査

事
業
効
果

県
道
岡
田
深
谷
線
は
、
小
浜
市
と
お
お

い
町
を
最
短
で
結
ぶ
道
路
で
、
両
市
町
の

地
域
振
興
や
、
災
害
時
の
国
道
27

号
線
の

う
回
路
と
し
て
の
機
能
を
確
保
で
き
ま
す
。

事
業
開
始
ま
で
相
当
の
年
月
が
経
過
し

ま
し
た
が
、
関
係
者
の
努
力
に
よ
り
、
令

和
３

年
度
に
事
業
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

県道岡田深谷線平面図
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特
　
集

活
動
報
告

審
議
内
容

追
　
跡

一
般
質
問

◥ 
暦
会
館
も
併
せ
て
再
整
備
す
る
の
か

町
長 
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
方
針
を
今
年
度
内
に
決
定
し
、 

再
整
備
を
進
め
る

町
政
こ
こ
が
聞
き
た
い
！

9

月
定
例
会
議
で
は
、
4

人
の
議
員

が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
︒

細
ほそかわ

川  正
まさひろ

博

問

頭
巾
山
青
少
年
旅
行

村
再
整
備
を
進
め
る

こ
と
と
な
っ
た
経
緯
は
。

︵
町
長
︶
旅
行
村
内

の
各
施
設
は
、
経
年

劣
化
に
伴
う
修
繕
箇
所
が

年
々
増
加
傾
向
に
あ
る
。
道

の
駅
や
Ｐ
Ｒ
物
産
館
、
そ
ば

処
よ
っ
て
っ
亭
は
店
舗
が
手

狭
で
あ
り
、
駐
車
ス
ペ
ー
ス

の
不
足
な
ど
構
造
上
の
課
題

も
あ
る
た
め
、
同
エ
リ
ア
全

体
の
見
直
し
が
必
要
と
考
え

て
い
る
。

問

グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
を
お

お
い
町
で
展
開
す
る

場
合
、
頭
巾
山
青
少
年
旅
行

村
が
最
適
地
と
な
る
調
査
結

果
が
出
て
い
る
。
こ
の
こ
と

も
念
頭
に
入
れ
た
計
画
が
必

要
で
は
。

︵
商
工
観
光
課
長
︶

同
エ
リ
ア
の
再
整
備

計
画
を
検
討
す
る
な
か
で
は

グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
の
検
討
を
考

え
る
が
、
そ
れ
あ
り
き
で
検

討
を
進
め
る
こ
と
は
な
い
。

問

暦
会
館
の
再
整
備
に

つ
い
て
も
同
時
に
検

討
し
て
い
く
の
か
。

︵
町
長
︶
昨
年
度
か

ら
、
土
御
門
家
の
歴

史
保
存
調
査
と
し
て
、
古
文

書
な
ど
の
調
査
、
解
読
、
修

復
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
調

査
に
基
づ
き
、
展
示
内
容
の

※ 

グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
に
つ
い
て
は

Ｐ
19

に
関
連
記
事
あ
り

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
方
針
を
今
年

度
内
に
決
定
し
、
施
設
再
整

備
に
つ
い
て
は
、
頭
巾
山
青

少
年
旅
行
村
の
基
本
計
画
と

連
動
し
て
進
め
て
い
き
た
い
。

問

現
在
の
ホ
テ
ル
流
星

館

は
、
合

宿

客

を

タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
い
る

が
、
今
後
、
大
飯
地
域
に
新

た
な
合
宿
施
設
の
計
画
が
あ

る
た
め
、
誘
客
の
タ
ー
ゲ
ッ

ト
を
変
え
る
必
要
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。

︵
町
長
︶
ホ
テ
ル
流

星
館
と
他
の
同
様
の

施
設
と
の
差
別
化
は
、
大
変

重
要
だ
と
考
え
て
い
る
た

め
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら

検
討
を
進
め
た
い
。

物
価
高
へ
の
対
応
は

問

国
は
物
価
高
騰
へ
の

経
済
対
策
と
し
て
、

再
度
、
住
民
税
非
課
税
世
帯

に
５

万
円
給
付
を
計
画
し
て

い
る
。
前
回
の
対
策
で
は
、
町

は
独
自
に
住
民
税
非
課
税
世

帯
や
低
所
得
の
子
育
て
世
帯

に
支
援
の
拡
大
を
行
っ
た
が
、

今
回
も
考
え
て
い
る
の
か
。

︵
副
町
長
︶
国
の
対

策
で
は
、
子
育
て
世

帯
へ
の
給
付
金
に
つ
い
て
は

明
文
さ
れ
て
な
い
が
、
国
や

県
の
動
向
を
注
視
し
な
が

ら
、
財
源
な
ど
を
考
慮
し
、

検
討
し
て
い
き
た
い
。

問

燃
料
高
騰
に
よ
る
一

次
産
業
へ
の
支
援
と

し
て
、
既
存
補
助
の
燃
料
費

助
成
を
増
額
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
か
。

︵
副
町
長
︶
国
で
は

燃
料
油
の
卸
売
価
格

抑
制
の
措
置
を
実
施
し
て
お

り
、
期
間
が
本
年
末
ま
で
延

長
さ
れ
た
。
今
後
も
燃
油
等

の
価
格
の
動
向
を
注
視
し
な

が
ら
、
改
善
の
兆
し
が
見
込

め
な
い
場
合
に
は
町
と
し

て
、
追
加
支
援
に
つ
い
て
検

討
し
た
い
。

問

公
共
施
設
の
指
定
管

理
委
託
料
は
、
物
価

に
応
じ
た
適
切
な
金
額
を
算

定
し
て
い
る
の
か
。

︵
副
町
長
︶
基
本
的

に
指
定
管
理
者
の
見

積
額
を
ベ
ー
ス
に
精
査
を
し

て
お
り
、
国
内
経
済
状
況
を

考
慮
し
た
所
要
額
が
積
算
さ

れ
て
い
る
も
の
と
認
識
し
て

い
る
。

名
田
庄
地
域
で
デ
マ

ン
ド
バ
ス
運
行

問

名
田
庄
地
域
で
自
家

用
有
償
旅
客
運
送
の

検
討
を
進
め
て
い
た
が
、
デ

マ
ン
ド
バ
ス
運
行
に
よ
り
計

画
は
無
く
な
っ
た
の
か
。

︵
副
町
長
︶
今
後
の

公
共
交
通
に
つ
い
て

は
、
社
会
経
済
情
勢
の
変
化

に
対
応
で
き
る
よ
う
、
あ
ら

ゆ
る
選
択
肢
を
念
頭
に
置
い

て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

自
家
用
有
償
旅
客
運
送
を
計

画
さ
れ
た
地
元
住
民
の
皆
さ

ん
の
思
い
も
あ
る
た
め
、
計

画
が
無
く
な
っ
た
と
い
う
認

識
は
な
い
。

問

運
行
が
名
田
庄
地
域

に
限
定
さ
れ
る
こ
と

は
、
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

︵
町
長
︶
法
的
な
こ

と
や
交
通
事
業
者
と

の
関
係
も
あ
り
、
今
の
計
画

と
し
て
い
る
が
、
大
き
な
課

題
で
あ
る
こ
と
は
認
識
し
て

い
る
。
今
後
、
ニ
ー
ズ
に
応

え
ら
れ
る
よ
う
頑
張
り
た
い
。

問

デ
マ
ン
ド
バ
ス
運
行

に
よ
り
、
免
許
返
納

希
望
者
が
増
え
る
と
考
え
る

が
、
交
番
な
ど
で
免
許
返
納

で
き
な
い
か
。

︵
防
災
安
全
課
長
︶

町
民
の
方
の
身
近
な

と
こ
ろ
で
の
手
続
き
に
つ
な

が
る
た
め
、
出
張
サ
ー
ビ
ス

が
で
き
な
い
か
、
小
浜
警
察

署
に
相
談
す
る
。
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特
　
集

審
議
内
容

活
動
報
告

追
　
跡

一
般
質
問

◥ 
政
府
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
方
針
転
換
に
つ
い
て
、 

立
地
町
と
し
て
の
受
け
止
め
は

町
長 
安
全
性
の
確
保
を
大
前
提
に
現
実
的
で
明
確
な 

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
期
待

尾
おだに

谷  和
かずえ

枝

問

政
府
の
「
原
子
力
発

電
の
運
転
期
間
延
長

や
次
世
代
型
炉
の
開
発
建
設

を
検
討
し
年
末
ま
で
に
結
論

を
出
す
」
と
い
う
方
針
転
換

に
対
す
る
受
け
止
め
は
。

︵
町
長
︶
よ
う
や
く

政
府
が
国
民
を
守
る

た
め
に
現
実
的
な
方
向
性
に

舵
を
切
ろ
う
と
し
て
い
る
も

の
と
受
け
止
め
、
現
実
的
で

明
確
な
原
子
力
・
エ
ネ
ル

ギ
ー
政
策
が
示
さ
れ
る
よ
う

期
待
す
る
。

問

エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計

画
と
の
矛
盾
は
早
期

に
修
正
を
求
め
る
べ
き
で
は
。

︵
町
長
︶
早
期
に
整

合
す
る
よ
う
変
え
て

い
た
だ
く
の
が
当
然
。
国
民

理
解
を
進
め
、
原
子
力
政
策

を
明
確
化
さ
れ
る
よ
う
求
め

て
い
く
。

ヨ
ウ
素
剤
の
事
前 

配
布

問

事
前
問
診
や
薬
局
配

布
が
可
能
と
な
っ
た

こ
と
に
よ
り
、
妊
産
婦
や
既

往
症
な
ど
を
相
談
で
き
る
体

制
が
整
っ
た
が
、
新
た
な
対

象
と
配
布
方
法
は
。

︵
町
長
︶
緊
急
時
に

迅
速
に
受
け
取
り
が

困
難
と
判
断
さ
れ
る
※

Ｕ
Ｐ

Ｚ
地
域
の
方
も
新
た
に
説
明

会
や
指
定
薬
局
で
の
受
け
取

り
が
可
能
と
な
っ
た
。

問

基
準
と
さ
れ
る
40

歳

を
越
え
た
方
へ
の
当

町
の
対
応
は
。

︵
防
災
安
全
課
長
︶

希
望
が
あ
れ
ば
配
布

す
る
。

問

ア
レ
ル
ギ
ー
や
投
薬

な
ど
で
判
断
が
難
し

い
場
合
の
対
応
は
。

︵
防
災
安
全
課
長
︶

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

の
医
師
に
相
談
で
き
る
体
制

と
な
っ
て
い
る
。

低
地
へ
の
浸
水
対
策

問

新
幹
線
や
舞
若
道
４

車
線
化
等
大
型
建
設

工
事
に
よ
り
、
大
量
に
発
生

す
る
ト
ン
ネ
ル
残
土
を
活
用

し
、
大
雨
浸
水
対
策
と
し
て

低
地
へ
の
盛
り
土
や
か
さ
上

げ
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

︵
副
町
長
︶
現
在
浸

水
地
域
へ
の
対
策

は
、
貯
留
槽
新
設
に
よ
る
対

策
や
、
排
水
能
力
を
向
上
す

る
水
路
改
修
な
ど
に
よ
り
対

応
し
て
い
る
。

　

今
後
、
残
土
利
用
の
事
業

検
討
は
関
係
者
と
協
議
し
て

い
く
。

問

主
要
道
路
の
分
断
を

防
止
す
る
た
め
に
、

移
転
補
償
な
ど
に
問
題
が
な

い
道
路
の
公
共
工
事
は
可
能

と
思
う
が
、
町
の
方
針
や
計

画
は
。

︵
建
設
課
長
︶
西
街

道
の
本
郷
区
周
辺

を
、
豪
雨
時
の
冠
水
対
策
と

し
て
排
水
機
能
の
拡
大
と
か

さ
上
げ
改
良
工
事
を
計
画
し

て
い
る
。

漏
水
へ
の
対
処

問

漏
水
の
発
生
状
況
や

対
応
策
は
。

︵
町
長
︶
４

月
か
ら

18

件
発
生
し
、
特
に

佐
分
利
地
区
で
連
続
し
ご
不

安
を
お
か
け
し
お
詫
び
す

る
。
職
員
が
遠
方
監
視
シ
ス

テ
ム
に
よ
り
24

時
間
体
制
で

監
視
し
、
漏
水
兆
候
の
早
期

発
見
に
努
め
、
頻
発
路
線
は

管
路
の
布
設
替
え
を
行
っ
て

い
る
。
長
期
的
な
対
応
に
つ

い
て
は
、
令
和
６

年
の
公
営

企
業
会
計
へ
移
行
後
に
検
討

し
た
い
。

問

漏
水
の
原
因
と
当
面

の
対
処
は
。

︵
く
ら
し
環
境
課
長
︶

原
因
は
老
朽
化
と
土

圧
な
ど
、
地
盤
の
変
動
で
負

荷
が
か
か
る
事
象
が
多
い
。

布
設
替
え
時
に
は
、
１

０

０

年
寿
命
が
検
証
さ
れ
た
ポ
リ

エ
チ
レ
ン
管
で
高
寿
命
化
を

図
る
予
定
で
あ
る
。

女
性
活
躍

問

女
性
活
躍
推
進
法
の

施
行
に
よ
り
、
誰
も

が
働
き
や
す
い
環
境
作
り
が

求
め
ら
れ
て
い
る
が
、
取
り

組
み
状
況
は
。

︵
副
町
長
︶
令
和
３

年
か
ら
５

カ
年
計
画

で
、
職
員
の
仕
事
と
、
生
活

の
調
和
・
子
育
て
の
両
立
・

女
性
活
躍
推
進
を
基
本
視
点

に
掲
げ
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

推
進
し
て
い
る
。

問

誰
も
が
暮
ら
し
や
す

い
社
会
を
つ
く
る
た

め
に
は
、
政
策
方
針
や
地
域

に
お
け
る
方
針
決
定
過
程
へ

の
女
性
参
画
を
促
す
必
要
が

あ
り
、
ま
ず
は
町
の
協
議
会

な
ど
の
女
性
登
用
率
を
あ
げ

る
こ
と
か
ら
で
は
。

︵
住
民
窓
口
課
長
︶

４

月
現
在
24

．
３

％

で
あ
る
。
今
後
さ
ま
ざ
ま
な

分
野
に
女
性
の
意
見
が
反
映

で
き
る
よ
う
、
関
係
各
課
と

連
携
を
図
り
推
進
し
て
い
く
。

西街道の冠水状況

※UPZ地域…発電所から30km圏内の地域のこと
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特
　
集

活
動
報
告

審
議
内
容

追
　
跡

一
般
質
問

◥ 
進
学
サ
ポ
ー
ト
給
付
金
の
今
後
の
方
針
は

町
長 

現
時
点
で
は
や
め
る
こ
と
は
考
え
て
お
ら
ず
、 

有
効
な
制
度
と
し
て
改
善
を
図
っ
て
い
く

原
はらだ

田  和
かずみ

美

問

令
和
６

年
度
以
降
の

進
学
サ
ポ
ー
ト
給
付

金
事
業
の
方
針
は
。

︵
町
長
︶
こ
の
事
業

は
、
令
和
元
年
度
か

ら
５

年
間
の
事
業
と
し
て
令

和
５

年
度
で
終
期
を
設
定
し

て
い
る
が
、
現
時
点
で
、
５

年
を
区
切
り
に
や
め
る
こ
と

は
考
え
て
い
な
い
。
よ
り
有

効
な
子
育
て
支
援
策
と
し

て
、
ま
た
、
人
口
減
少
時
代

の
町
の
活
性
化
に
有
効
な
制

度
と
し
て
活
用
す
る
と
い
う

視
点
で
改
善
を
図
っ
て
い
き

た
い
。

問

開
館
15

周
年
を
迎
え

る
福
井
県
立
こ
ど
も

家
族
館
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工

事
の
内
容
は
。

︵
町
長
︶
遊
び
探
検

ゾ
ー
ン
で
は
、
既
存

の
ボ
ー
ル
プ
ー
ル
を
基
本

に
、
高
さ
17

メ
ー
ト
ル
の
大

型
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
ウ
ォ
ー
ル

な
ど
の
設
置
が
計
画
さ
れ
て

お
り
、
11

月
か
ら
工
事
が
予

定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
１

階
の
展
示
設
備
コ
ー
ナ
ー
を

一
新
す
る
工
事
が
来
年
１

月

頃
か
ら
予
定
さ
れ
て
い
る
。

問

大
型
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

ウ
ォ
ー
ル
（
※
）

は
大

人
に
と
っ
て
も
魅
力
が
あ
る

と
思
わ
れ
る
が
、
利
用
者
や

周
囲
の
安
全
管
理
の
対
応
は

十
分
想
定
さ
れ
て
い
る
か
。

子
ど
も
の
遊
び
場
は

︵
住
民
窓
口
課
長
︶

他
の
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

ウ
ォ
ー
ル
施
設
の
運
営
方
法

を
参
考
に
し
な
が
ら
、
子
ど

も
も
大
人
も
利
用
で
き
る
管

理
運
用
方
法
等
に
つ
い
て
、

福
井
県
な
ら
び
に
施
工
業
者

と
検
討
し
て
い
く
。

　

※ 

表
面
に
よ
じ
登
る
た
め
の
突

起
を
つ
け
た
人
工
の
壁
。

問

ク

ラ

イ

ミ

ン

グ

ウ
ォ
ー
ル
の
大
人
の

利
用
や
ス
ケ
ー
ト
パ
ー
ク
の

占
有
利
用
等
に
つ
い
て
、
利 1階・２階リニューアルイメージ写真

用
料
金
改
定
の
条
例
改
正
を

求
め
る
考
え
は
あ
る
か
。

︵
住
民
窓
口
課
長
︶

あ
そ
び
探
検
ゾ
ー
ン

の
料
金
の
改
定
や
設
定
に
つ

い
て
、
県
と
相
談
し
て
い
く
。

問

子
ど
も
が
喜
ぶ
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
と
し

て
、
ポ
ー
タ
ル
の
蒸
気
機
関

車
義
経
号
を
こ
ど
も
家
族
館

広
場
に
移
設
し
て
は
。
ま

た
、
恐
竜
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の

設
置
を
県
に
要
望
し
て
は
ど

う
か
。

︵
町
長
︶
子
ど
も
に

と
っ
て
夢
の
あ
る
ア

イ
テ
ム
の
活
用
に
つ
い
て
、

十
分
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問

県
が
各
市
町
に
対

し
、
１

億
円
を
限
度 ぽーたるに展示してある義経号

額
と
し
て
補
助
率
10

割
で
支

援
を
行
う
「
子
供
の
遊
び
場

整
備
事
業
（
全
天
候
型
遊
び

場
）
」
に
つ
い
て
、
町
の
考

え
は
。

︵
町
長
︶
こ
の
事
業

は
、
天
候
に
関
わ
ら

ず
子
ど
も
の
遊
び
場
と
し
て

利
用
で
き
る
室
内
空
間
を
確

保
し
、
健
や
か
な
成
長
に
配

慮
し
た
遊
具
等
を
設
置
す
る

も
の
で
、
町
内
全
体
の
バ
ラ

ン
ス
を
考
慮
し
な
が
ら
活
用

に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い

く
。問

利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に

合
っ
た
効
果
的
な
も

の
に
す
る
た
め
に
、
子
育
て

世
代
の
意
見
や
要
望
を
聞
く

場
を
設
け
る
考
え
は
あ
る
か
。

︵
住
民
窓
口
課
長
︶

お
お
い
町
次
世
代
育

成
支
援
対
策
地
域
協
議
会
で

開
催
す
る
子
ど
も
子
育
て
会

議
の
場
を
通
し
て
、
意
見
や

要
望
を
聞
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

介
護
人
材
の
確
保
は

問

昨
今
、
介
護
人
材
の

確
保
が
問
題
に
な
る

中
で
、
町
に
お
け
る
対
応
と

方
針
は
。

︵
い
き
い
き
福
祉
課
長
︶

町
と
し
て
は
資
格
取

得
費
等
の
助
成
や
、
研
修
の

機
会
の
確
保
等
、
人
材
確
保

や
資
質
向
上
に
取
り
組
ん
で

い
る
が
、
町
単
独
の
事
業
で

解
決
で
き
る
も
の
で
は
な

く
、
県
や
各
専
門
職
団
体
と

連
携
し
な
が
ら
人
材
確
保
に

向
け
働
き
か
け
て
い
く
。

問

介
護
人
材
の
問
題
は

広
域
的
な
課
題
で
あ

る
。
県
知
事
へ
の
要
請
や
働

き
か
け
は
十
分
か
。

︵
町
長
︶
知
事
要
望

の
場
な
ど
を
活
用
し

な
が
ら
、
し
っ
か
り
と
要
請

を
行
っ
て
い
く
。
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◥ 
花
と
緑
で
潤
い
あ
ふ
れ
る
街
づ
く
り
を
提
案
す
る

町
長 

取
り
組
み
が
広
が
る
よ
う
働
き
か
け
を
し
て
い
く

猿
さるはし

橋 　  巧
たくみ

問

オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン

と
は
一
般
の
方
に
公

開
す
る
個
人
や
団
体
の
庭
園

の
こ
と
で
あ
る
が
、
町
内
に

も
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

を
さ
れ
て
い
る
方
が
い
る
。

所
有
者
へ
の
支
援
と
地
域
交

流
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

形
成
を
制
度
化
し
て
は
ど
う

か
。
花
と
緑
で
潤
い
あ
ふ
れ

る
ま
ち
づ
く
り
を
提
案
す
る
。

︵
町
長
︶
オ
ー
プ
ン

ガ
ー
デ
ン
の
趣
旨

は
、
十
分
理
解
し
て
い
る
。

取
り
組
み
が
広
が
る
よ
う
働

き
か
け
を
し
て
い
く
。

問

防
犯
上
、
大
き
な
役

割
を
持
つ
の
が
生
垣

で
あ
る
と
考
え
る
。
剪
定
な

ど
へ
の
、
補
助
制
度
で
緑
の

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

も
ら
っ
て
は
。

︵
建
設
課
長
︶
生
垣

に
お
い
て
は
、
防
犯

や
、
生
活
に
潤
い
と
癒
し
を

与
え
て
く
れ
る
も
の
と
認
識

す
る
が
、
所
有
者
の
責
任
に

お
い
て
、
適
切
に
維
持
管
理

を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
原

則
で
あ
る
。

小
中
学
校
の
課
題

問

今
年
も
小
・
中
の
全

国
統
一
テ
ス
ト
が
行

わ
れ
た
が
、
教
育
の
充
実
に

向
け
た
効
果
が
あ
る
の
か
。

︵
教
育
長
︶
学
校
や

児
童
・
生
徒
の
現
状

を
客
観
的
に
把
握
す
る
貴
重

な
機
会
で
あ
り
、
分
析
結
果

は
教
育
の
充
実
に
向
け
た
重

要
な
資
料
で
あ
る
。

問

全
国
の
小
中
学
校
で

行
わ
ず
抽
出
で
い
い

の
で
は
な
い
か
。

︵
教
育
長
︶
子
ど
も

た
ち
の
状
況
は
、
年

度
や
地
域
、
学
校
で
さ
ま
ざ

ま
で
あ
る
た
め
、
全
数
調
査

が
妥
当
で
あ
る
と
考
え
る
。

問

教
員
の
増
員
に
つ
い

て
の
考
え
は
。

︵
教
育
長
︶
教
職
員

の
増
員
に
つ
い
て
は

県
に
対
し
引
き
続
き
強
く
要

望
し
て
い
く
。

問

憲
法
26

条
で
は
、
義

務
教
育
の
無
償
を
定

め
て
い
る
。
こ
れ
に
基
づ
き

学
校
給
食
の
完
全
無
償
化
を

求
め
る
が
見
解
は
。

︵
教
育
長
︶
最
高
裁

に
お
い
て
無
償
と
な

る
費
用
に
は
給
食
費
な
ど
は

含
ま
れ
な
い
と
の
判
決
が
出

て
い
る
。
ま
た
給
食
法
で
は

給
食
に
必
要
な
経
費
は
保
護

者
負
担
が
定
め
ら
れ
て
い

る
。
本
町
で
は
さ
ま
ざ
ま
な

補
助
を
行
い
、
学
校
給
食
費

の
保
護
者
負
担
を
軽
減
し
て

い
る
。

問

町
内
小
中
学
校
の
校

舎
や
校
庭
、
教
職
員

宿
舎
の
長
寿
命
化
計
画
の
実

施
状
況
は
。

︵
学
校
教
育
課
長
︶

お
お
い
町
学
校
施
設

長
寿
命
化
計
画
に
基
づ
き
、

劣
化
状
況
や
財
政
状
況
を
勘

案
し
な
が
ら
順
次
実
施
し
て

い
く
。
校
庭
や
樹
木
、
教
職

員
宿
舎
に
つ
い
て
は
、
状
況

を
確
認
し
対
応
し
て
い
く
。

原
子
力
に
お
け
る 

諸
問
題

問

町
民
広
域
避
難
先
の

自
治
体
と
の
協
議
は

進
ん
で
い
る
の
か
。

︵
町
長
︶
広
域
避
難

調
整
会
議
に
お
い

て
、
避
難
計
画
の
実
効
性
確

保
に
向
け
た
協
議
を
し
て
い

る
。問

安
定
ヨ
ウ
素
剤
の
配

布
は
12

歳
以
下
の

方
、
妊
婦
、
授
乳
婦
の
方
、

障
が
い
や
病
気
な
ど
に
よ
り

速
や
か
に
避
難
行
動
を
取
る

こ
と
が
困
難
な
方
と
そ
の
同

居
家
族
だ
け
で
い
い
の
か
。

︵
町
長
︶
対
象
者
に

つ
い
て
は
県
と
嶺
南

６

市
町
と
の
協
議
に
お
い
て

決
定
し
た
。

問

廃
炉
に
伴
う
交
付
金

の
支
給
は
10

年
で
あ

り
、
産
業
構
造
の
転
換
が
図

れ
な
い
。
本
町
と
し
て
も
交

付
期
間
の
延
長
を
さ
ら
に
強

く
求
め
る
べ
き
。

︵
町
長
︶
交
付
期
間

の
延
長
を
含
め
た
電

源
三
法
交
付
金
の
運
用
の
柔

軟
化
を
国
に
対
し
、
毎
年
度

継
続
的
に
強
く
要
請
し
て
い

る
が
、
国
の
制
度
設
計
を
変

更
す
る
こ
と
は
大
変
ハ
ー
ド

ル
が
高
く
、
現
時
点
で
具
体

的
な
進
展
は
な
い
。

問

関
西
電
力
か
ら
発
電

所
に
お
け
る
新
型
コ

ロ
ナ
の
感
染
状
況
や
企
業
の

対
策
を
ど
の
よ
う
に
報
告
を

受
け
て
い
る
の
か
。

︵
副
町
長
︶
発
電
所

で
は
、
感
染
状
況
の

変
化
に
合
わ
せ
対
策
の
周
知

を
行
っ
て
お
り
、
対
策
の
実

施
状
況
や
感
染
状
況
に
つ
い

て
適
宜
対
面
、
電
話
、
メ
ー

ル
に
よ
り
報
告
を
受
け
て
い

る
。



Ohi Town Assembly Official Report

コロナ収束後の新たな観光拠点や冬場の誘客

を見越した整備を早急に検討すべき。

（令和2年6月議会　屋敷浩道 議員）

うみんぴあ大飯に
グランピングの整備を

コロナの感染拡大に伴い、アウトドアの部分に

拍車がかかるとみている。適地などを含めた検討

をしっかりと取り組みたい。

しっかりと検討し、
取り組んでいきたい

　議会だよりでは、定例会議での一般質問の要旨を掲載して
いますが、議員からの提案などが、その後、どのように町政
に反映されたかを、追跡調査してみました。

a follow-up survey

町長答弁

町内におけるグランピングの設置適地や、誘

客の同線、既存施設との適合性などをコンサル

タントに調査を依頼した。

令和3年度予算にて、
調査費を予算化

・グランピングとは

グラマラス（豪華な）とキャンプを組み合

わせた言葉で、キャンプ道具を用意しなく

ても気軽にキャンプを楽しめる体験のこと。

どうなった?

（�） ニーズ調査

　・ アウトドア市場は、コロナ禍の影響を受けな

がらも一定水準で推移する予想。

　・ インバウンド旅行者が「特別な日本」を体験

する手段として有効である。

　・ 北陸新幹線敦賀開業により、首都圏を中心と

した他地域との交流人口の増加が予想される。

（�） ヒアリング調査

　・ アウトドアにより町としての独自性を確立で

きる可能性がある。

　・ 京都、滋賀の既存グランピング施設とは一線

を画し、ファミリー・法人をターゲットとし

た施設が望ましい

　・ おおい町全体の宿泊施設のバランスを考慮す

ると、山側（名田庄地域）では宿泊施設が不

足していると考えられる。

●グランピング施設整備による効果

　・ 観光客・宿泊客により効果的に町の魅力を伝

え、届けることができる。

　・ 地域の魅力を発信できることにより、町への

移住・定住に繋がる可能性もある。

調査結果（抜粋）

議会で調査研修した滋賀県高島市にある

グランピング施設

※P15に関連記事あり。

ちょっと

深掘り！
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おおい町議会では、本会議をはじめ議員全員協議会や各委員会も公開しています。

次回の定例会議は12月です。傍聴については議会事務局（77-4060）までお問い合わせください。

会　期： 11月30日から12月20日まで（21日間）

本会議： 11月30日（議案提案理由説明）、12月14日（一般質問）、20日（採決）

委員会： 総務・産業建設常任委員会（12月1日）、予算決算常任委員会（11月30日） 

原子力発電対策・地域振興対策特別委員会（12月2日）

12月

定例会議の

予定

●

編

集

後

記
●

通
年
議
会
が
導
入
さ
れ
、
初
め
て

の
定
例
会
議
が
開
か
れ
、
令
和
３

年

度
決
算
認
定
を
は
じ
め
、
多
く
の
議

案
を
審
議
・
可
決
い
た
し
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に

対
し
、
自
粛
や
規
制
を
さ
れ
ま
し
た

が
、
３

年
ぶ
り
の
開
催
と
な
っ
た
若

狭
お
お
い
の
ス
ー
パ
ー
大
火
勢
は
、

例
年
以
上
に
盛
大
に
燃
え
上
が
り
、

心
が
疲
弊
し
て
い
た
皆
さ
ん
に
対
し
、

元
気
を
与
え
て
く
れ
た
と
感
じ
て
お

り
ま
す
。

ま
た
８

月
上
旬
に
は
突
然
の
豪
雨

に
よ
り
、
特
に
南
越
前
町
で
は
、
住

宅
浸
水
や
土
砂
災
害
な
ど
多
く
の
被

害
が
で
ま
し
た
。
わ
が
町
で
も
危
険

な
区
域
は
多
く
、
い
つ
災
害
が
起

こ
っ
て
も
不
思
議
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に

今
後
も
議
会
と
し
て
、
行
政
と
共
に

強
く
推
し
進
め
て
参
り
ま
す
。

 

（
屋
敷 

記
）

今
回
の
輝
く
人
は
、
５

年
前
に
大
阪

か
ら
お
お
い
町
に
Ｕ
タ
ー
ン
さ
れ
、
長

井
区
で
ぶ
ど
う
の
栽
培
を
さ
れ
て
い
る

ご
夫
婦
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

�� 

た
か
江
さ
ん
に
と
っ
て
都
会
か
ら

田
舎
へ
の
Ｉ
タ
ー
ン
に
な
り
ま
す
が
、

お
お
い
町
に
移
住
す
る
こ
と
に
つ
い
て

の
想
い
や
、
実
際
に
住
ん
で
み
て
、
町

の
印
象
や
こ
こ
で
の
暮
ら
し
は
ど
う
で

す
か
。

�� 
子
ど
も
が
小
さ
い
時
か
ら
何
度
も

来
て
い
た
夫
の
実
家
な
の
と
、
大
阪
で

は
小
学
校
の
教
員
を
し
て
い
て
、
ず
っ

と
人
相
手
の
仕
事
を
し
て
き
た
の
で
、

自
然
の
中
で
生
活
し
た
い
と
い
う
思
い

が
あ
り
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
自
然
の
中

で
暮
ら
し
、
自
然
を
相
手
に
仕
事
を
す

る
こ
と
が
と
て
も
新
鮮
で
、
気
持
ち
も

ゆ
っ
た
り
し
ま
す
。

　

夫
も
司
法
書
士
の
仕
事
を
し
な
が
ら

手
伝
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

�� 
ぶ
ど
う
栽
培
を
始
め
ら
れ
た
き
っ

か
け
は
。

�� 
夫
の
親
が
遺
し
た
田
を
ど
う
し
よ

う
か
と
な
っ
た
時
に
、
近
所
に
ぶ
ど
う

栽
培
の
ベ
テ
ラ
ン
の
方
が
お
ら
れ
た
こ

と
、
ま
た
、
町
か
ら
農
業
へ
の
支
援
が

受
け
ら
れ
る
こ
と
な
ど
、
色
々
な
支
え

に
恵
ま
れ
て
、
踏
み
出
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
土
地
、
指
導
者
、
資
金
な

ど
、
ひ
と
つ
で
も
欠
け
て
い
た
ら
で
き

な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
特
に
、
栽
培

の
指
導
を
い
つ
で
も
受
け
ら
れ
る
こ
と

に
は
大
変
感
謝
し
て
い
ま
す
。

�� 
徳
庄
さ
ん
の
ぶ
ど
う
愛
は
。

�� 

園
で
は
、
巨
峰
や
デ
ラ
ウ
ェ
ア
と

い
う
地
域
で
昔
か
ら
馴
染
み
の
あ
る
品

種
と
、
藤
稔
、
竜
宝
な
ど
を
栽
培
し
て

い
ま
す
。
道
の
駅
や
ス
ー
パ
ー
に
出
荷

し
て
お
り
、
た
く
さ
ん
の
方
に
食
べ
て

い
た
だ
き
、
「
美
味
し
い
！
」
と
言
っ

て
も
ら
え
る
の
が
励
み
に
な
り
ま
す
。

�� 

お
お
い
町
に
つ
い
て
期
待
す
る
こ

と
は
。

�� 

若
い
人
も
住
み
た
い
と
思
え
る
町

に
な
る
よ
う
に
望
み
ま
す
。
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